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Withacknowledgedamateursintheartofantト

colonialwarfare.AndwhatkeptPhanandhis

comradesgolngWasSheertenacity,anchoredin

theundyingdreamtoliberateVietnamfromthe

French.

ThesecondistheawarenessofearlySouth-

eastAsiannationalistsoftheirconnectionwith

othermovementsagainstcolonialruleinAsia.

PhanbelievedthatVietnam'sstruggleagainst

Frenchcolonialism wasacauseequallyshared

andbelievedinbyChinaandJapan.Whilethese

countrieseventuallyfailedPhanwiththeirlack-

lusteranderraticsupportfortheVietnamese

nationalistmovement,whatisslgnificantisthe

earlynationalistsviewoftheirredemptionasan

inherentpartofalargerregionalquestforliber-

ation.Vietnamesecommuniststhereforecould

notclaim sole proprietary rights to inter-

nationalismastheywereprecededbyPhan-Boi-

Chauandhisgeneration.

Finally,thereistheabsenceoffactionalism

betweenPhanandhiscomrades.Theautobio一

graphylackstheideologicalcorrectnessthat

becamecharacteristicofrevolutionary move一

mentsinSoutheastAsiaintheStalinistera(par-

ticularlywhentheSovietsbegantocallforaline

ofmarchdifferentfrom andcriticalofother

left･wingcurrentsliketheTrotskyistsandsocial

democratstheworldover).Phan'sinitialsup-

portfortherestorationoftheVietnamesemon-

archdidnot,inanyway,Createariftbetween

him andthosecomradeswhoopenlyadvocated

republicanism.Thislackofpoliticalvitriolbe-

tweentwodisagreeingpositionswoulddisap-

pearbythe1930sasStalinistmethodsbeganto

dominatetheradicalwingofthenationalist

movement.ButbythenPhanhadrecededtothe

politicalbackground.

(PatricioN.Abinales･CSEAS)

ChristiaanHeersink.DependenceonGreen

Gold:ASocio-economicHistoryOftheIndone-

sianCoconutIslandSelayar.Leiden:KITLV

Press,2000,vi+374p.

スラウェシ島南西半島部の東端に,耳飾りのよう

にぶ ら下がった細長い形の島がある｡本書によっ

て, ココナツ交易をめぐる社会経済史が明らかにさ

れたスラヤル島である｡本書は,17世紀後半から20

世紀前半における, ココナツ交易による富の蓄積と

その過程,島内の覇権争いと,社会経済的差異の出

現に注目して記述された歴史研究である｡

この島の地図上の位置はたいへん興味深い｡第-

に,島がマルク諸島とマカッサルを結ぶ航路上に位

置することである｡マルク諸島は,オランダ東イン

ド会社 (VOC)が香料の独占交易をおこなったこと

で知 られる.マカッサルは,17世幕己後半から東イン

ドネシア地域最大の森林物産および海産物の集散地

であった｡第二に,島がスラウェシ島に隣接 してい

ることである｡スラウェシ島は,移動性の高い生業

活動と東南アジア島l興部における活発な交易活動で

知 られるブギスーマカッサルの人々の本拠地であ

る｡

スラヤル島は複雑な地形の島である｡急峻な斜面

が深 く海に落ち込む東岸部,人口はもっとも多いが

農作物の栽培に適さない土壌に覆われた北部,なだ

らかな丘陵部とわずかな平野部やマングローブの汽

水帯と入 り江が混合する中西部, もっとも肥沃な土

壌を有する南部とに分けられるという｡ こういった

生態環境の差異は,島の共同体の性格を多様に特徴

づける｡島の生態環境では,スラヤル布として商品

加工される綿花とココナツ以外には, 自給的に栽培

される作物にも限りがあった｡生態環境の異なる共

同休間の社会関係において,ココナツが財 として

green goldという価値を与えられるようになる背

景である｡

興味深い土地柄であるにもかかわらず, スラヤル

島に関するまとまった歴史研究がこれまでなかった

のはなぜだろうか｡第 1章で著者はその理由を次の

ように述べる｡ オランダ植民地政府が直接的に交易

を支配 しなかった ｢取るに足 らない社会の研究｣は,

｢民族誌家や文化人類学者にまかせて しまえ｣とい
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う, ヨーロッパ中心的な歴史観があるか らだとい

う｡著者は,スラヤル島を ｢周辺｣の島であると言

う｡｢中心｣となるのは,ココナツが輸出されるヨー

ロッパ市場である｡本書では,rawmaterialを産出

する ｢周辺｣地域が,｢中心｣からの経済的支配を甘

受する過程について詳細に触れられている｡ そして

同時に,貴族階級の覇権争いや,中産階級の出現を

背景とした固有のローカル経済圏でのダイナミクス

が, スラヤル島に存在 していたことも明らかにされ

ている｡ 本書は単なるスラヤル島の社会経済史とし

て読まれるべきものではない｡ スラウェシ島南西半

島部地域の地方史研究 (1600-1950年) として位置

づけられる本である｡

香料交易やオランダ植民地支配遺制に焦点を合わ

せ,｢周辺｣と ｢中心｣との従属的関係を強調 して,

インドネシア地域社会を解題する歴史研究が多い｡

本書の特徴は, ココナツ交易の仲買人として,スラ

ヤル島と ｢中心｣ とを結ぶ働きを担った華人に注目

した点であろう｡ スラヤル島のココナツ交易にかか

わった華人仲買人は,taukeh(海産物や綿織物取引

など早 い時期か らスラヤル経済にかかわ った),

Pellanakan(現地女性との婚姻による社会的関係を

基盤とした蘭領インド諸島生まれの華人),singkeh/

totok(蘭領インド諸島に来てまもない華人)に大別

される｡ スラヤル島からヨーロッパ市場へのココナ

ツ交易の結節点は,マカッサルであった｡彼 らのい

ずれもが,マカッサルを取引上の拠点とし,スラヤ

ル社会との密接な関係を築いたという｡ 土着宗教や

伝統的社会が色濃 く残る南部では,華人とイスラム

女性との結婚も多 く見 られ,共同体間の社会文化的

差異を生 じさせる原因ともなった｡

本書の資料には,インドネシア国立公文書館 (南

スラウェシ州およびジャカル タ)の史料および

VOC文書が利用された｡スラヤル島での著者によ

る聞き取 りは,20世紀前半のココナツ交易最盛期の

スラヤル社会再構築を支える｡本書 は 1995年 に

VrieUniversiteitへ博士論文として提出されたも

のに,修正を加えて出版された｡

全 10章は基本的に時系列に構成されている｡複

数の重要な トピックが,ひとつの章の中に盛 り込ま

れているため,章の筋がつかみにくい｡人名,地名,

組織名 ごとに作 られたIndexは一般的な項 目を網
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羅 しておらず, きわめて使いにくい｡ し･かし, これ

から博士論文を書こうとする院生にとっては,歴史

資料 と聞き取 り結果の扱い方や,時代区分の設定の

仕方など参考になるところは多いかもしれない｡

第 2章では, スラヤル島の生態的背景と農作物栽

培の状況が概観されている｡17世紀初頭のスラヤル

島前近代社会の様子が, スラウェシ島本土のブギス

ーマカッサルとの交易をめぐる社会経済的関係の記

述から窺える｡

マカッサルの覇権をめぐる,ボネ王国 /オランダ

連合軍 とゴヮ王国 との戦争は,1667年に収束をみ

た｡同年, スラヤル島にマルク諸島とジャワ以西と

の交易を監視するための事務所がおかれた｡第 3章

と第 4章では,18世紀初頭から19世紀前半の社会

経済的状況の変化が叙述されている｡ オランダ植民

地政府が, スラヤル島における交易活動へ正式な介

入を始めた時代である｡

ここで強調されているのは, スラヤル社会独自の

経済ネットワークの存在である｡ 伝統的な交易品目

であるナマコ･ココナツ･スラヤル布は, スラヤル

島と周辺の島峡部とのネットワークを築 く鍵となっ

た｡オランダ植民地政府の統制がはじまる前段階

の,｢周辺｣のなかの ｢中心｣としての島の社会経済

状況が描かれている｡

第 5章では,19世紀後半のスラヤル社会の急速な

商業活動の拡大と,植民地政府による支配浸透の過

程が明らかにされている｡島が,やがてココナツ交

易の最盛期を迎えようとする頃である｡ この時代の

スラヤル社会で特徴的なことは,生態環境の異なる

各共同体が社会経済的発展の速度と内容の違いを呈

したことである｡たとえば北部は, ココナツをはじ

めとするローカル産品の取引によって,比較的裕福

な層 が厚 か った｡メ ッカ巡礼 を果 たす者 (haji

trader)も多か った｡かれ らはその信用 とネット

ワークを頼りに, ローカル経済圏でのココナツ交易

を取 り仕切った｡

1860年,蘭領インド諸島内では奴隷制が廃止さ

れ,奴隷交易は厳重に取り締まられるようになる｡

スラウェシ島沿岸部では,奴隷買いの海賊を恐れる

必要がなくなった｡スラヤル島で,小船を利用 した

ローカル商人によるココナツ取引が増加 したのはこ

のころである｡ シンガポール建設以来,衰退するば
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かりであったマカッサルが, 自由交易港 として復活

したことも,重要な出来事であった｡ マカッサルを

中継点 としてココナツがいよいよヨーロッパ市場へ

大量に出荷され,｢中心｣- ｢周辺｣の関係が顕在化

することになった｡華人が島のココナツ交易に深 く

関わるようになるのも, この時代のことである｡

興味深いのは,島における綿花栽培に関する記述

である｡手の込んだ模様が織 り込まれているわけで

もない,細かい格子柄の粗い布地のスラヤル布は,

蘭領インド諸島において広 く流通 した｡ スラヤル布

はローカル商人によってマルク諸島-運ばれ,香料

と交換す るための必需品であ った｡ ローカル商人

が,独自のルー トを頼 りに香料交易に関わっていた

ということである｡ たいへん新鮮な視点からの記述

である｡

オランダ植民地政府 はスラヤル布の流通度に目を

付けた｡付加価値のより高い布の生産を目論み,上

質の外来綿栽培を試みた｡ しか し,外来種はスラヤ

ル島の土壌 と気候に適さなかったうえ,在来種に比

べて手間がかかることがわかり,計画は失敗 した｡

うまくすればプランテーション経営の強制栽培へと

移行 させるつ もりであったらしいが, これ以降, ス

ラヤル島ではココヤシ栽培への特化が急速に進むこ

とになる｡

第 6章では,19世紀後半から世界恐慌直後までの

ヨーロッパ市場でのココナツの需要が, スラヤル島

とマカッサルに与えた社会変動の歴史的展開が分析

されている｡

オランダ王立郵船会社 KPM が, 蘭領インドに定

期航路を開設 したのは 19世紀後半のことであった｡

スラヤル島は定期航路の寄港地 となり,近隣島峡部

か らのココナツの集散地 となる｡ このことにより,

マカッサル港にはかつてない量のココナツが集めら

れ, ココナツだけをみればシンガポールを上回る規

模 となったという｡

ヨーロッパ市場におけるココナツの需要が高まっ

た背景は,直接的には増加する都市労働者を対象 と

した,バターに替わる低価格の食用油脂を原料 とし

たマーガリン増産にあった｡その後,浴用石鹸や洗

剤の原材料,20世紀に入 ってからは爆薬の一部 とし

て ココナツ油が使 われ るようになる｡Taukehは

KPM を利用 して蘭領 インド諸島を くまな く回 り,

ココナツ交易をはば独占した｡

オランダ植民地政府は, スマ トラ島でのゴム農園

経営の成功を再現 させるべ く, ココヤシプランテー

ション経営を期待 した｡ しか し数年で樹液の採取が

可能 となるゴムと違い, ココナツの場合,最初の収

穫までに8-10年 はかかった｡そのため,従来どお

り,貴族が所有する農園や, トウモロコシや自給的

野菜栽培の傍 らに,小規模自作農が栽培するココヤ

シに頼 らざるをえなかった｡

興味深い指摘は,小規模自作農が, ココナツ取引

を,価格変動を悦んで投機的に収穫 ･出荷す るも

の, と認識 していたということである｡ ほぼ同時期

のジャワ島では,商業作物の強制栽培に,農民が辛

懐をなめていたことと比べると, なんという違いだ

ろう｡スラヤル島に心血を注いでも,｢不毛の地｣な

のだか ら, たいした収穫があるとも思われなかった

のである｡ オランダ植民地政府の先入観に負 うとこ

ろも,大 きかったのであろう｡起伏に富む島の複雑

な地形は,土地調査の役人が内陸部深 くまで分け入

るのむ 拒んだのであった｡

華人仲買人が両者 の問 に存在 したために, こう

いった小規模自作農の戦略を, オランダ植民地政府

が制することができなかったというのも, たいへん

興味深い指摘である｡残念なことは, スラヤル島民

のこの戦略が, どのような背景のもとに生み出され

たのかに関する言及がなかったことであろう｡

しか しココナツ景気は長続 きしなかった｡ ココナ

ツ油の精製技術の革新が進み, コプラ (乾燥 ココナ

ツ果肉)の質や産地を問わな くなったこと,大豆や

落花生などその他の植物油の加工技術が開発 された

ことなどによる｡第一次大戦後,わずかに盛 り返 し

たココナツ価格は,以後長期的な低下傾向をたどり

はじめる｡

第 7章では 1880-1930年におけるスラヤル島の経

済的変化の過程へ ミクロな視点が向けられている｡

このころ, ココナツ交易を独占する華人仲買人以外

に,小船を繰 り独自のルー トでココナツ交易の隙間

に食い込んでいくローカル商人papalele(下級貴族

や富裕な庶民)の台東が著 しくなった｡ ここでは,

両者の活動を軸に, スラヤル島の交易がコプラ生産

へと特化 して過程が明 らかにされている｡

19世紀後半には,島は日用品や食料品の交易をは
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ぼスラウェシ島本土のブギスに頼るようになってい

た｡島内の利用できる土地すべてにココヤシが植え

られ, あげくには新 しい家を建てる場所さえなくな

ることもあったという｡ マカッサルへ労働力として

移住 し,財を蓄えてスラヤル島へ戻ってくる者が,

1920年代後半には人口の 1割に達 したという｡周辺

の島嘆群へ移住 し, コメや野菜を栽培 し,スラヤル

島へ ｢輸出｣する者 もいた｡

沿岸部漁村でもココヤシ栽培に専従する者が増え

た｡スラヤル島民は,その本来の生業が何であるか

にかかわらず, ココヤシ栽培による現金収入に頼る

傾向を加速させていった｡スラヤル社会は, ココナ

ツ交易によってヨーロッパ市場経済に組み込まれて

しまったのである｡ その結果, 自律的な経済活動を

失いっつあった｡第 8章では, このようなココナツ

への経済的依存傾向が高まるスラヤル島における社

会変容が明らかにされている｡ ココヤシの本数が社

会的地位を計る尺度となり,婚資として社会関係を

形成する場面に重要なものとなった｡Papaleleは,

経済的成功だけでな く,社会的な地位をも獲得 し

た｡一方で,伝統的支配者 opuの権威は失墜 した.

第 9章では,世界恐慌によるココナツ交易-の打

撃以降,第二次大戦による日本軍の占領時代を経て

1950年 までのスラヤル島内の社会経済的変動が明

らかにされている｡皮肉なことに, ココナツ価格の

暴落を止めることができなかったのは, スラヤル島

にココナツプランテーションがないことであったと

いう｡ オランダにとって直接的な痛手がない以上,

島民を保護する必要はないのだからだという｡ 急激

な社会変化に対応するため, イスラム改革主義の傾

向が強まった地域 もみられた｡

終章では,各章の要旨と主張を確認 したうえで,
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結論が述べられている｡スラヤル島は,単にオラン

ダ植民地政府や ヨーロッパ市場に対 して従属的で

あったのではない｡｢周辺｣における華人,中継港マ

カッサル,そしてローカル経済圏における活発な活

動が作 り出す動態を経験 していたのである, という

結論が述べられている｡

本書が著されたことの意義は,次の2点にある｡

ひとつにはヨーロッパ中心の地理的史観あるいは研

究対象地の枠組み設定を問い直すという点, もうひ

とつには ｢周辺｣の地方史叙述の可能性を拓いたと

いう点である｡歴史研究に限らず,東南アジア研究

や地域研究においても,従来的な研究対象地域の枠

組みや区切 り方は,所与のものとして踏盤され続け

てきた｡本書は,従来的な研究対象地域の設定の仕

方に,再考を促す ヒントを与えたともいえる｡ ヨー

ロッパ中心の歴史的視点では, とらえられることの

なかった地域への視座を築いた｡｢周辺｣と ｢中心｣

の研究に終わらず,華人の活躍を視野に入れたこと

も評価される｡ 本書の中では,華人は単に外部から

やってきて仲買人 として扱われるのではない｡地方

史におけるアクターのひとりとして,華人仲買人へ

向けるまなざしが,画期的である｡

東南アジア地域の日常生活において, ココナツは

今日でもなお欠かすことのできない食材のひとつで

もある｡市場の一角に積まれたココナツの山を目に

すると,いっのまにか, ココヤシに覆われたスラヤ

ル島の島影が思い浮かんでくる｡本書は,ひじょう

に精微に分析されたココナツの社会経済史である｡

その うえに, このような余韻を読後に残させるの

は, スラヤル島という場所に対する著者の細やかな

愛着が,描写されているからであろう｡

(演元聡子 ･東南ア研)


